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～利用者／市民の立場から～                       

地域／年代別 

・交通不便地域の存在 

・移動手段のない人（移動制約者）の存在 

交通手段別（鉄道） 

・北総線の高額運賃 

・北総線・成田スカイアクセス線の速達性 

・成田線の利便性 

交通手段別（バス） 

・運行本数 

・運行時間帯 

・ルート（目的地） 

・鉄道との接続 

・路線バスとふれあいバスの運賃格差 

・待合環境 

・情報の見つけやすさ 

交通手段別（タクシー） 

・タクシーがつかまらない（台数不足） 

・配車システムの利便性 

・配車システム） 

～事業者／行政の立場から～ 

対象別（バス・タクシー事業者） 

・担い手の不足 

・経営の安定性（収益性の悪化） 

対象別（行政） 

・路線バスとふれあいバスの区間重複 

・福祉輸送サービスと地域公共交通の連携 

・市財政への負担増加 

対象別（鉄道事業者） 

・利用者の減少 

・経営の安定性 

・線路容量の限界 

公共交通の現状と課題 
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基本目標（検討事項） 施策（実施事業） 

施策１ 交通不便地域への対応策 

既存の交通モードの見直し、新たな交通モードの導入検討、 

タクシー利用助成事業の実施 

施策２ 移動制約者への対応策 

 公共交通と福祉有償運送の役割分担、既存の交通モードの見直し、

新たな交通モードの導入検討、タクシー利用助成事業の実施 

施策５ 鉄道の利便性向上に向けた取組 

 鉄道事業者への要望活動の実施、 

沿線自治体や鉄道事業との連繋による活性化の取組、 

高齢者等の鉄道利用促進策の検討 

施策４ 公共交通利用環境の改善 

 バス待ち環境の改善、公共交通に関する情報提供の充実、 

オープンデータ化の推進 

基本目標１ 生活の足を支える地域公共交通の構築 

□ 交通不便地域への対応策 

□ 移動制約者への対応策 

□ 目的別の利便性向上 

（通勤・通学、買い物、通院、公共施設へのアクセス） 

□ 公共交通利用環境の向上 

基本目標２ 基幹交通軸である鉄道の利便性向上 

□ 鉄道事業者への要望活動 

□ 様々な主体と連携した沿線活性化の取組 

□ 鉄道利用の促進 

基本目標３ 持続可能な地域公共交通の構築 

□ 交通事業者への支援策 

□ 交通予算の検討 

□ 地域公共交通を補完する自転車の活用促進 

□ 地域公共交通の再構築に関する新たな仕組みの必要性 

施策３ 目的別の利便性向上に向けた取組（通勤・通学、 

買い物、通院、公共施設へのアクセス） 

バス路線の運行ルートやダイヤの見直し、 

新たな交通モードの導入検討、タクシー利用助成事業の実施 

  

施策６ 持続可能な地域公共交通の構築に向けた取組 

 路線バスとふれあいバスの運賃格差の改善、 

交通事業者の支援策検討、交通関連予算の枠組み策定、 

シュアサイクルや電動自転車の利用促進策の検討、 

地域公共交通の再構築に関する仕組みづくり（協議体制）の検討 


